
市議会定例会［９月］

提出議案の概要について

桑 名 市



令和３年９月定例会の主な議案

一般会計補正予算（第６号・第７号） 補正額 ３億１，７５１．３万円

企業会計補正予算 補正額 ２，８３０．５万円

総 計 補正額 ３億４，５８１．８万円

◎新型コロナウイルス感染症に係る感染拡大防止対策や「新たな日常」に対応す
るＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）等の推進

⇒ 別紙【8,788.7万円、うち市負担額 6,405万円】

◎その他
・千葉県八街市での通学路の事故を踏まえて、通学路の安全確保に関する交通安
全プログラムに基づく対策の実施や地元からの安全要望が多く寄せられている
ことから、緊急に安全対策を講じる。【2,985.3万円】

・消防庁舎等再編整備事業に係る用地買収に伴う測量・建物調査のための費用を
計上する。【1,893.8万円】

・三重県知事選挙及び三重県議会議員補欠選挙に係る経費を計上する。
【5,594万円】

ほか
1

補正予算の概要

補正予算の規模



令和３年９月定例会の主な議案
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条例の改正等

◎桑名市学童保育所条例の一部改正

市立桑部小学校の敷地内で学童保育所を開設することに伴い、所要の改正を行う。

◎桑名市民の生活安全の推進に関する条例の一部改正

不当要求行為等の禁止及び反社会的勢力の排除に係る規定の整備等に伴い、所要の

改正を行う。 ⇒ 別紙

◎桑名市六華苑条例の一部改正

六華苑において、インターネット環境を整備することに伴い、所要の改正を行う。

ほか
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桑名市民の生活安全の推進に関する条例の一部改正について

■制定当時（Ｈ１5）からの地域社会の状況や社会情勢の変化

■Ｒ２．１２．２５ 「市内での事業活動からの不当要求追放宣言」

「桑名市民の生活安全の推進に関する条例」を大幅に改正

●「桑名市安全安心で公正な地域社会の実現に関する条例」

●安全安心で公正な地域社会を実現するための基本条例

✔反社会的勢力、不当要求行為と闘う ための基本的条文を整備

市民生活の平穏の確保 事業活動の自由の確保

これらを
踏まえて

題名
変更

位置
付け
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「桑名市安全安心で公正な地域社会の実現に関する条例」（案）の概要

■市内でのあらゆる不当要求行為の禁止

✔不当な金銭等の要求については、これに応ずることも禁止

■市内一致団結して反社会的勢力との関係遮断

■暴走行為及びこれに準ずる行為の禁止

■市民、事業者、学校関係者、桑名警察署、桑名地域生活安全協会との連携協力

など

安全安心で公正な地域社会を実現するための基本条例

暴力団排除条例

不当要求行為防止
対策委員会条例

職員の公正な職務の執行の
確保に関する条例

犯罪被害者等支援条例特殊詐欺根絶条例

交通安全条例

県内初！
全国的にも

極めて珍しい
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安全安心で公正なまちづくりの体制
●桑名市安全安心推進協議会体制

■令和3年度桑名市安全安心推進協議会委員

・四日市大学学長 （16名）

・桑名市自治会連合会会長

・桑名地域生活安全協会少年健全育成部会会長

・桑名地域生活安全協会女性安全委員会委員長

・桑名商工会議所女性部会長

・桑名市観光協会会長

・桑名警察署生活安全課長

・桑名地域生活安全協会事務局長

・三重県建設業協会桑員支部長

・桑名地域生活安全協会金融機関安全部会長

・桑名郡市中学校長会会長

・桑名市交通安全保護者の会会長

・桑名市老人クラブ連合会会長

・桑名地域生活安全協会職域安全部会理事

・大山田北小学校区防犯ボランティア代表

・桑名市民生委員児童委員協議会連絡会副会長



桑名市

９月補正新型コロナウイルス感染症対策

第13弾
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１.感染拡大防止対策

❶ 公共交通事業者が行う感染拡大防止対策への補助 【80万円】

❷ 学童保育所が行う感染拡大防止対策への補助 【1,480万円】

❸ 私立保育園が行う感染拡大防止対策への補助 【1,380万円】

❹ 子育て支援拠点施設が行う感染拡大防止対策への補助
【240万円】

❺ 病児保育施設が行う感染拡大防止対策への補助 【60万円】

❻ 一時保育施設の感染拡大防止対策経費 【132万円】
❼ ファミリーサポートセンターが行う感染拡大防止対策への補助

【30万円】

第13弾 桑名市緊急新型コロナウイルス感染症対策
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❽ 公立保育所の感染拡大防止対策経費 【340万円】

❾ 児童センターの感染拡大防止対策経費 【60万円】

❿ くわなメディアライヴ内プレイルームの感染拡大防止対策経費
【20.5万円】

⓫ 感染防止衣を着装する救急隊員等の熱中症予防のための
アイスベストを購入 【45.4万円】

⓬ 成人式行事開催式典の分散開催 【84.7万円】

⓭ 博物館の感染拡大防止対策経費 【36.7万円】

第13弾 桑名市緊急新型コロナウイルス感染症対策
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２.「新たな日常」に対応するDX(デジタルトランスフォーメーション)等の推進

⓮ 多度山における自然エネルギーを利用した循環式トイレと
デジタルサイネージを設置等
【3,981.7万円】

⓯ 窓口でキャッシュレス決済を利用するための決済用端末設置等
【146.1万円】

⓰ 災害現場で複数の隊での迅速な情報共有のため、スマートフォン
等を購入 【109.9万円】

⓱ 博物館において動画やオンラインによる作品解説を作成し
Web配信 【82.3万円】

⓲ 大山田コミュニティプラザのＷｉ-Ｆｉ環境を整備 【239.1万円】

⓳ 六華苑のＷｉ-Ｆｉ環境を整備 【240.3万円】

第13弾 桑名市緊急新型コロナウイルス感染症対策
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令和２年度決算報告
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持続可能な行財政経営の成果
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持続可能な行財政経営の推進

12

◎ 将来への投資と財政健全化の両立

桑名市では、これまで「行財政改革」と「市民の皆様の負託に応える将来を見据えた

投資」との二つをしっかりと両立させ、財政健全化とともに、まちの魅力向上、市民

の皆様の暮らし向上等に努め、持続可能な行財政経営を目指してきた。
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経常収支比率の状況

※「経常収支比率」は、市税や地方交付税など使い道が自由な一般財源に対して、必ず支出しなければならない経費の割合

◎ ４年連続で改善し、令和２年度決算では市町合併以来最も良い90.0％

経常収支比率は、平成26年度、平成28年度において 100に かなり近づき、硬直した

財政状況となっていた。しかし、堅調な市税収入と行財政改革の取り組み等により、

平成29年度以降４年連続で改善となり、令和２年度では、比較可能な、市町合併した

年である平成16年度以降、最も改善を示す数値となった。一時悪化した財政状況は、

新市発足以来の改善が進んでいる。
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市税収入の状況

◎ ７年連続で増収し、令和２年度決算では前年度比１億円増の224.4億円

市税収入は、平成20年に起こったリーマンショックの影響を受けて減収が続いていた

が、その後増加に転じ、平成26年度から７年連続の増収となった。

堅調な市税の背景には、納税義務者数の増加等による個人市民税の増収、新築住宅の

建設、企業立地等により固定資産税の増収がある。令和２年度は、新型コロナウイル

スの影響を受けながらも、前年度比で１億円の増収となった。
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基金の状況

◎ ５年連続で新市発足以来過去最高額を更新し、令和２年度決算では116.9億円

市のいわゆる貯金である基金の年度末現在高については、平成27年度から６年連続の

増加、また平成28年度からは５年連続で新市発足以来の過去最高額を更新している。

これは、歳入歳出の財政構造が改善してきたことにより、基金への積み立ても適切に

行うことができている表れである。基金は、予期せぬ事態、例えば今般の新型コロナ

ウイルス感染症の対応や、近年激甚化している自然災害等への対応の備えとなる。



16

コロナに負けない 持続可能な行財政経営の推進

◎ コロナに負けない 将来への投資と財政健全化の両立

桑名市では、これまで新型コロナウイルス感染症の対応を最優先に取り組み、感染の

動向に応じて機動的かつ重点的に対策を講じてきた。この対策の財源において約11億

円もの基金を創設し活用するなど、これまで培った財政のチカラを発揮してきた。

今後も、財政健全化とともに、まちの魅力向上、市民の皆様の暮らし向上等の両立を

図り、持続可能な行財政経営を目指していく。

これまで講じてきた切れ目のない新型コロナウイルス感染症への対応



その他の発表事項
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新型コロナウイルス感染症
感染拡大防止対策

感染拡大防止緊急措置
桑名市独自措置

措置期間：９月１２日まで
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感染拡大防止緊急措置

19

連日過去最多の感染者数を更新し、人口10万人あたりの
感染者数約183人と、緊急事態宣言レベルとされている
「ステージⅣ」の基準値の7倍以上という爆発的な感染状
況となっており、緊急事態宣言が発出されている神奈川
県レベルの水準に達している。
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感染拡大防止緊急措置
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・北勢地域の感染者用病床はひっ迫し、深刻な事態

・軽症者には自宅療養をお願いせざるを得ない状況で、
連日、療養者数が積みあがっている

・通常医療にも影響が及び始めている

○この状況で学校が新学期を迎えることに強い危機感
○台風等で大規模災害が発生した場合は大きな混乱

⇒ 今、ここで、直ちに感染拡大を抑える必要がある

市独自の「感染拡大防止緊急措置」を発令

「緊急事態宣言」適用時に匹敵する感染拡大防止対策を
講じるもの



感染拡大防止緊急措置
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＜目的＞

・人流を抑制し、人と人の接触機会を減らす

・人が集まる場所での感染予防・拡大防止対策
を徹底する

【対策のステージ】

１．文化施設やスポーツ施設など市有施設

２．公立小中学校

３．市の主催事業

４．家庭や職場（市役所において率先実行）

５．次のステージ(今後の対策：医療体制等）



Ｓ１．文化施設やスポーツ施設など市有施設の対策

①文化施設・体育施設等の休館

六華苑、博物館、石取会館、NTNシティホール、

ヤマモリ体育館、多度体育センター、

各まちづくり拠点施設、パブリックセンターなど

②図書館の利用制限

中央図書館、長島輪中図書館、ふるさと多度文学館は

貸出・返却業務のみ 【講習室・閲覧席は使用禁止】

③社会見学の受け入れ休止

輪中の郷など公的施設
22



Ｓ２．公立小中学校の対策

①分散登校とリモート等による家庭での学び

9/1(水)～2(木) 小学校、中学校の分散登校(半日程度)

9/3(金)～9/12(日) リモート等による家庭などでの学び

に切り替えます。

②公立中学校における部活動を原則中止します。

③学校体育施設一般利用の中止

体育館や運動場等の学校施設について一般利用を中止

します。
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Ｓ３．市の主催事業

【延期または中止する主なイベント】

・中学生議会（8月22日開催予定） 延期

・博物館イベント「神社の来歴」「刀剣コレクション」

（ ～8月29日まで） 中止

・桑名ほんぱくオープニングセレモニー

（9月3日開催予定） 中止

このほか、市が主催するイベントや講座全般を延期または

中止します。
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Ｓ４．家庭や職場の対策（市役所が率先し実行）

※家庭や職場でのさらなる感染予防の徹底については、

今後、各団体等と連携しながら働きかけを強化しますが、

先ずは市役所と職員が率先して対策に取り組みます。

①来庁者の縮減の向けた取り組み

・不急の来庁を避け、必要最小限の人数での来庁を呼び

かけるとともに、コンビニやスマートフォン、郵便等

での手続きを改めて啓発します。

⇒ 住民票等の郵便申請は交付手数料を無料にします。

・「リアルタイム窓口混雑状況」の活用を改めて啓発し

ます。

②市職員の対応

・職員の市外出張を原則禁止します。

・テレワークの活用による在宅勤務を推進します。 25



Ｓ５．これから検討する対策（医療体制等）

桑名市の

・医療体制がひっ迫しています。

・ＰＣＲ等の検査体制がひっ迫しています。

・自宅療養者が増加の一途をたどっています。

こうした喫緊の課題に対応するための対策を、

県や桑名医師会等とともに検討していきます。
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オンライン・郵便申請による
一部の証明書交付手数料を無料にします

27

桑名市独自の「感染拡大防止緊急措置」に伴い



桑名市独自の「感染拡大防止緊急措置」に伴い

オンライン申請による証明書交付手数料を無料に！

人流を抑制し、人と人の接触機会を減らし
市役所内の密集、密着環境を緩和させる。

スマートフォン等のオンライン申請による

住民票の請求を１回３件まで無料にします。

※郵送に関する費用は自己負担（切手代のみ）
【無料となる期間】令和３年８月23日～令和４年３月31日
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・住民票の写し(世帯全員、世帯の一部) 、住民票記載事項証明書、評価証明書、
公租公課証明書、名寄帳（課税台帳）、 所得証明書、所得課税証明書

・個人の市内在住者

（弁護士、司法書士などの特定事務受任者、債権者、法人からの請求は有料）
・１回３件まで （１回で４件以上希望する場合は事前相談）
※郵送に関する費用は自己負担（返信用封筒・切手など）

・令和３年８月23日～令和４年３月31日（31日の消印有効）

対象となる証明書

対象条件

無料となる期間

桑名市独自の「感染拡大防止緊急措置」に伴い

郵便申請による一部の証明書交付手数料も
無料に！
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新型コロナウイルスワクチン接種
について
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新型コロナワクチン接種の状況について
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■高齢者の接種状況（令和3年8月22日現在）VRS数値

■対象者全体の接種状況（令和3年8月22日現在）VRS数値

1回目接種

約39,500人

34,426人
接種済

87％

2回目接種

約39,500人

33,965人

接種済

86％

約128,500人

64,969人

約128,500人

46,180人

1回目接種 2回目接種

接種済

51％

接種済

36％



新型コロナワクチン接種の状況について
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9月14日までの予約済数を考慮すると約90,500人が

1回目の接種を受ける予定（対象者全体の約70％）

■接種見込み

■今後のワクチン接種について

ワクチンの供給量と時期を確認しながら予約の枠数と

予約再開時期を検討していく。



桑名市
ゼロカーボンシティの実現に向けた取り組み【第４弾】

桑名市役所本庁舎への１００％再生可能
エネルギーの導入に向け、丸紅新電力

株式会社と供給契約を締結しました
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持続可能な未来を創るグリーン社会の実現へ

気候
変動

異常
気象

地球温暖化

災害
発生

国

桑名市ゼロカーボンシティ宣言（令和３年３月）
2050年までに桑名市からの二酸化炭素の排出実質ゼロを目指す

2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにし、
脱炭素社会の実現を目指すことを宣言（令和２年10月）

ゼロカーボンシティの実現に向けて、できることから取り組みを進めます

・桑名市役所本庁舎へ１００％再生可能エネルギーを導入するため、
７月２１日に丸紅新電力株式会社と供給契約を締結
・１０月からの導入に向けて、現在、準備を進めています

34



丸紅新電力
株式会社

桑名市役所
本庁舎

中部電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ
株式会社

FIT価格による売電
（全量売電）

【本庁舎への再エネ導入の流れ】

供給

特定卸供給契約
地産の再生可能エネルギー

（ＣＯ２フリー電力）
非化石証書の発行

本年10月１日から導入開始

木曽岬ﾒｶﾞｿｰﾗｰ
株式会社

市役所本庁舎への１００％再生可能エネルギーの導入

年間約450t（一般家庭約165世帯分）
のCO2削減効果が見込まれます
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【参考】特定卸供給とは

◇再生可能エネルギー電気特定卸供給

特定の再生可能エネルギー発電設備において発電する再生可能

エネルギー電気を、事前に小売電気事業者と発電者との間で卸

供給することについて承諾し、送配電事業者が維持および運用

する供給設備を介して、当該小売電気事業者に対して卸供給す

ること
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桑名市防災マップ

－ 命を守るみちしるべ －

の発行について

37
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桑名市防災マップの概要

・サイズ形式：A4（縦）左開き中綴じ、冊子形式
・色、貢数 ：フルカラー、40貢（表・裏表紙含む）
・発行部数 ：70,000部

のほか、南海トラフ地震臨時情報や啓発記事を掲載。

区 分 災 害 種 別 貢 数

風水害等 洪水ハザードマップ 18

高潮ハザードマップ ２

土砂災害ハザードマップ ２

地震・津波 ため池ハザードマップ ２

津波ハザードマップ ２

液状化危険度マップ ２
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桑名市防災マップの特長

〇中小河川を含めた河川ごとの洪水ハザードマップに変更して掲
載することで、どの河川が原因で浸水するのかを明確化

〇冒頭に防災マップの使い方を記載し、「風水害時」、「震災
時」各々の市域全体図にて、自宅や勤務先等の危険度を視覚的
にわかりやすく表示

〇広報くわな特別号として広報くわな９月号にあわせて全戸配布
することで、迅速かつ確実に各家庭への配布を実現

〇既存の防災マップ発行後に新たに指定された土砂災害（特別）
警戒区域、令和２年度に三重県が新たに公表した高潮浸水想定
区域図を掲載

１人でも多くの方に見てもらえるよう、できる限り
わかりやすく、見やすく、確認しやすく



桑名駅周辺地区における特別用途地区
の追加指定及び建築制限について
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桑名駅周辺地区における特別用途地区の追加指定及び建築制限について

●特別用途地区の範囲を追加指定します！

整備事業が進む桑名駅西地区 41



桑名駅周辺地区における特別用途地区の追加指定及び建築制限について

桑名駅西土地区画整理事業
令和3年度～令和5年度の施工スケジュール
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桑名駅周辺地区における特別用途地区の追加指定及び建築制限について

※ 基本案であり、修正等が生じることがあります。広場南に隣接する公園部分はイメージ図であり、予備設計の中には入っていません。

駅西広場（予備設計：基本案）
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駅東側
特別用途地区
指定範囲

駅西側
特別用途地区
指定範囲

高度利用地区

容積率の
緩和範囲

桑名駅周辺地区における特別用途地区の追加指定及び建築制限について

容積率緩和
400%⇒500%特別用途地区

（商業業務誘導地区）

容積率緩和予定範囲
４００％⇒５００％

高度利用地区特例変更
建蔽率緩和

特別用途地区指定予定範囲
（商業業務誘導地区）
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桑名駅周辺地区における特別用途地区の追加指定及び建築制限について

令和３年９月１日に施行予定

●特別用途地区の追加指定

現在、桑名駅東地区に指定している特別用途地区「商業業務誘導地区」

について、桑名駅西を中心とした桑名駅周辺の一部区域を追加指定

●特別用途地区内の容積率の緩和

特別用途地区内（追加指定地区を含む）の容積率を100%緩和し、現状

の400%を500%に変更

●高度利用地区内の建蔽率の緩和

高度利用地区内の建蔽率を10%加算出来るように特例を変更

※特別用途地区とは

用途地域内の一定の地区における土地利用等の特別の目的の実現を図る

ために当該用途地域の指定を補完して定める地区

（建築基準法第49条、都市計画法第９条第14項） 45


